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「ソウルの街角で見つけた土人形J
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"年

もわずかとなりました。本当に一年の経つのが早いで

すね。あぶらむ通信をお手の背様にはお元気でお過ごしのこと

と思います.

今年もいろんな出来事があったあぶらむです。超不況という

ご時世なのに沢山の人々に訪ねていただき勇気づけられた事や、季節はずれの雪に泣かされた

ことなど様々です。いくつかのことを手記風に書いてみました。

●季節はずれということ
天が ドのすべての事には季節があり すべてのわぎには時がある.■ きるに時があり 死ぬ

るにll力`あり、オ直えるに時があり ltえ たものを抜くに時力'あり、殺すに時があり 癒すに
'十

があり、こわすに時があり 建てるに時があり、泣くに時があり 笑うに キヽがあり、悲しサ|[

時があり Vlる にliがあり…… これは日約聖書伝道の出の一節で→.

「天が ドのすべての事には季||があり、すべてのわぎには1手があるJ私 はこの,i葉にいつも

どこかひかれます.

I)'129日 あぶらむのりに初雪がきました。この地に11舌してからの初雪記録はI)月31 で

したから さほど驚かなか ,́たのですが その本格|ウ降|″によいささか驚かされました、

11月2 からの連体に
'中
組の■マルコ保イ,同の保けさんたちH)名のあぶらむの里イリ「1参旅

`iがあ|,ました.■ を米だ見たこともない人がいるとか  11が 降ることを鳳っています|と 「A

Xが 人l,ました.人 がはるばる
'中
l ltか',い

j,っしゃる+|ごんに●1をllLせであげようと思 ,たの

か、 11も秋1背れが続く11月初イリにはめ¬→,しく  そσ,任 」‖|`ヴ のように雪が||りました

,,縄か
',の

十さんは人■びでしたが、あふ
',●

の ,の環境 =i宋刻な被告カツ11ました 7・性[て

いないところに ・季節はずれの人■・とな ,たため性′)1に ,が社もりへばりつき その|さ

で人上の木々がへじ折れてしまったのです.あ ぶr,もの中旬の本の多くは■ の本を代表する

ナラ (コ十ラ)の 本です 着F人林やシイタケのホク木ヒして15‐10年などで切り廻されて1ま

した.

10月末からll月にかけll色に色づき、市がいく1嵯がおりると葉をかたく茶色にして落某にま

す.この季節のプロセスをイトないと木々は落葉しないのです,も のごとに対して身変わりの中

い私は 「さ ,さと■をおとしてしまえばよいのに,と ようのですが 植物は つ つ季節の儀

式を経て行かないと冬J111む かうことはできないのです。雪の重さで自分の身がへし,iられ

ようとも季節の儀式を経ない・llり、■を落L雪に対するIt抗を少なくし冬にそなえるというこ

とはできないのです。あと2週間もすればすっか0落葉してしまう木々、どれだけ大雪になろ

うとも大空にむかってそびえ立っている木々達なのですが、このたった2週 r・l余りの 「季節は

ずれJの ため本々は深亥」なダメージをうけてしまっ

たのです。

「地球温暖化により

"′

面上昇OOlllJ「 平均

気温0度 巨昇Jと いうようなニュースが報道さ

れます。それらの出来事が私たちの生活にどの

ような影響を与えるのか、私たちの多くは想像

できないのが現実です。しかし自然のlll近くて

生活していると、その現実の一端がみえてくる

ように
'よ

われます。地球環境というのは精こう

な精密機械のようなものなのだということを 1

年という長い季節の移り変わりの中で、たか

だか2週F・5ほど時のおとずれがずれるだけで木々 季節はずれの雪被害 倒木処理はいのちがけ



は深刻なダメージをうける。季節が規則正しく移って行くということがいかに大切なことなの

か、 「季節はずれの大雪Jに 地球の環境問題を考えさせられるのです。

雪も一段落したので敷地内を見廻りました。この雪で弓なりに出がつたものや中ほどでへし

折れたもの、また根こそぎ倒れたものなど、その数百本以上となりました。このような大きな

力で無理矢理にへし折られた本を倒すのは非常に危険力ヽ半うのです。大きな力がかかってへし

折れた木には我々の予想を越えたエネルギーがかかっています。切り倒す時、それはあたかも

強くまかれたゼンマイネツが切れてはじけるように、巨大なエネルギーを爆発させてはじける

のです。例木処理は死と隣り合わせの最も危険な作業なのです。

●大切 な人々との別れ

,3ν年はあぶらむにとって、また、私個人にとつても大切な人々とのお

"1れ

の年となった。寂し

い限りです。

山城タケさん

"才
、 「転んだら起きるJ私 に人生の良き旅人の何たるかを教えてくれた人の一人

であった。16オでハンセン病を発病し、18オ～おオまでの人生で 番■やぐ時の11年間、家族と別

れ人■離れた海岸で一人で幕らした。夕暮れ時力'一番淋しく辛くて、 人泣いたという。一番恐かつ

たものはli毒のハブ蛇でも何でもなく 「人間が一番恐かったJと いう言葉に胸力協 んだ。

私たちの想像を絶するような人生を歩んできたタケさん、 「長い人生、山坂沢山ありますよ。転

ぶこともありますよ.で も転んだら起きあがりなさいねJと 私に話した。私はその言葉にどれだけ

文えられ、ぶかオtできたことだろうか。′し、の母親をなくしたようで薇しい限りである。

武,(春美さん

“

オ、私を,中縄愛楽Hへ 導いてくれた人である。Ю

“

年、ホテル学校の研修でハワ

イに行つた時出会つた人で、彼女が留学先まで大|」にもつてきていた 冊の本、受楽国産みの親青

木恵哉師の 「選ばれた島」によって私は沖縄へと導かれ今日となつた。私の人生の道先案内人だつ

た。

また、町為地であつた現在のあぶらむの■の敷地を、お金も何もなくただ夢だけをもつていた身

/1不ltかな私に光って |さつた川上廣之前国‖町町長。

私の身元確認のため町三役と共に立教大学までおいでになり 「ああ―、これでやっと安心して町

に帰つて報告できます」と安堵されたモツチヨさん (元町長のイミで川L町長の愛称)。

こんないい加減な私に大切な町有地をよく売って下さいました。大きなカケだつたと思います。私

はそんなあなたに絶対迷惑はかけてはいけないと今日ここまで頑張つてきました。あなたの決断が

なかつたらあぶらむの里は誕生しませんでした。飛騨の国府にあぶらむ在 りといわれるよう今後と

も精進いたします。ありがとうございました。

そして木俣宣遭さん、あなたがご寄付して下さったユンボ (パワーシヤベル)力iなかつたらあぶ

らむの里の建設は進みませんでした。全くの手作業で切り株一つ取 り除くのに10日はどかかつた開

拓初期。土木業者に依頼する資金など 銭もなかった私は全ての作業を自分でやるしかなかった。

そのためにはどうしても中古品でいい、ユンボ

カ必 要だつた。そんな私の願いをきいて さヽり、

あなたはあぶらむにユンボを寄付して ドさいま

した。あぶらむで13年間働きにlulき、時には木

の伐採事故から私の命を守ってくれたユンボは

あなたの死と時を同じくして動かなくなってし

まいました。解体業者に引き取られて行く時、

私は戦友を見送るような気持ちで涙が流れて仕

方がありませんでした。 「長い問この仕事をし

ていて、こんなにおしまれて見送われる機械な

んて始めてだ」といった解体業者の言葉が私に

とってせめてものなぐさめでした。あリカゞとう 戦友との別れ。遺影を胸に木俣宣道夫人 ご苦労様でした。



ございました。

また磯員澄美子さん、 「本人の遺言の中にあぶらむの会への協力がありましたのでJ私 はその電

話で初めてあなたの逝去を知りました。一度きりのあぶらむの里訪間、そんなあなた力海 年クリス

マスに忘れることなく私たちを力強く支えて ドさいました。多くの人々に見守られ、支えられて私

たちの働き力
'今日あることを教えられました。あリカ'とうございました。

今年は本当に多くの大切な人々とのお別れの年だつた。多くの人に導かれ支えられてここまで歩

んできた。その人たちの思いをしっかりと受けとめて生きなければならないと 改めて強く感じさ

せられた1年でした。

●あぶ らむ トラス トとNPO

昨年7月、話のあったあぶらしの敷地と地続きの裏山4町部購人の件、あぶらむの里の環境保全

と林業体験プログラム等将来計画を

`え

て買うことに決めた.私 はこれまでご支援くださっている

皆様にあまり′し、配をめ■サてはいけないと思い 金銭的数
′
卜のことは極力書かないようにしてきまし

た。しかし今回はこれまでの●過をあるl■度,1体的に書かなけオ■ざと思います。

あぶらむの経済はその8制は自分達の経済活動 (llの利用収入 本工 農業、講演お1動等々
'成

り2害1は会費、寄イ11又人等あぶらむをご支援 卜さる皆様方のご協力によるものです。

このご協力いただいている2割の客はあぶ¨むの里建設とその将来計画に用いさせていただくこ

とに決め、私たちスタ′フの生活費やあぶらむの運営費等は山カイ
`i斉'占

動でまかなうことを基本と

しています。

そのようななかで将来への貯えとしてVЮ万円預金していました 売りに出された 「地価格はl lly)

万円でしたので、預金を全部はたけば残り3∞万1り、私たちとすれば銀行ll入オtしたとしても5年

はどで返済できるだろうというιえでした.そ して、その銀行‖入れの一部分 皆様にごl ly力いた

だけた,,ありがたいという気持らが1111なところでした.で すが
',特

別に趣意苺をつくった0と 人

事に対処するのではなく、あぶ
',し

'日
信前サに軽い気l↓らで 「あ Ś',むトラストヘのご協力1の お

lllいを書かせてもらいました.私 たちとしては 1坪でも2坪 でもご協力していただければそれだけ

でありがたがつたのです。ところが,夕 を開けてみれば大変なことになってしまいました 多くの

方々より1坪分、10坪分、100「分 l lXl坪分とこの1年間で12,7∞坪分のご協力が寄せられました

私たちとしてはただただ驚くばかりで、ありがたさと中訳けなさとで ―杯です。ご協力いただきま

した皆様に,し、よりお礼申しにげます.

これはもっとしっかりと働きなさいというキ

'様

から′)メ′セージだと思っています。将来計画の

1つの 「小さな小学校づくりJを 含めて 与え|,れたこのあぶらむのりを用いて人生の旅人への奉

仕と共に、人11のよき旅人づくり、特に若い人たちのしヽの成長にI幻わる仕事に励みなさいという皆

様からの叱咤激励と思つています.あ りがとうございました.

そしてこれを機にあぶらむの会の法人化を加け1させようと思っています。近年NPO法 の成立に

よりこれまで可法による法人化を検討してきました。pi轄官庁との間の事務仕事の繁雑さ等、人手

不足の現状にあつては過度の負担となり今 つ積極泊|こなれませんでした。しかしだからといって

従来のままでいる訳にも行きません。この 「あぶらむトラストJを 機にNPOに よるJ卜常利団体と

しての法人化を目指すべき準備をしています。皆様のご理解、ご指導 ご協力をよろしくお願いjt

します。

新しい年、皆様お一人々の上に豊かな平安がありますようお析りいたします。

2∞2年12月

あぶらむの会 代表 大 郷 博



あJ7i5む□韓日交流

2002年12月韓国より突然の訪H月団があった。車興道牧lrを団長とする韓回長老派教会の

日本農業視察団―行13名だつた。韓国で農卜」伝道に従事している人たち、農産物の生産と

その自主販売で農民と生活を共にし自立援助 しているという。日本にも夢見人がいるとい

う話をきいてわざわざこの飛騨の 里まで訪ねてきた。私はその好意に韓国lll酎真露をもつ

てこたえた。異国で飲む自国の酒 お11いボルテージが Lった。楽しい一時だつた。

翌朝、 二日酔い気味の頭を寄せあい我々にできる韓日交流を話し合った。韓国を訪ね西

人間刑務所で日帝時代の蛮行の事実を見るのもいい また、とロシマやすガサキを訪ねる

のもいい。しかしそれ以外にもっと我々でできることはないだろうか。

「韓国人戦争歴史多観.末 来希望的現像見願Jと 筆談された趙牧師の言葉じゃないが、

両卜のこれまでの歴史をあ、まえたうえでの希望的建設的lelきは何かを11いに話し合った。

本年 7月 、中牧師より突然,■絡があり2名 の青年のホー′、スティの要請があつた。社長

兼小使いの私、即断即決.」 まヽわりのきくのが収りえのあぶらむの会、その場で二つi区事

でOKし た

●ln爬さん(イ サンヒ
'23オ

大学4年生、剣:兌美■ (チヨン テオン)17オ高校 3年 41
の 1人だった  1人 ともあぶらむがどんなところか十分な説明をうけることもなく、日本
の常 空港 1行けば迎え人力ヽ るヽというきわめてラフな内″ヽだったらしい.オ|に17才のチョ

ンイ|よ大変だった。あぶらむの住ワiさえ知′,なか ,た彼が人 可審査の際不審者扱いされly

泄直11 渡れきった人情であぶ¨むへやってきた

そんな彼らとこの夏1ケ月余の生活が始ま ,た.チ ョンア|は私と 緒に土木や 仕事、
サンヒさんは家事イ[事。多忙な夏、働きづくめの′, だった、

お′|い言葉は通じなかつたが気持ちはよくlTじ合った。仕事内容を日本語で・ll.唱しても

[確に
'1角

イした 1人だった 言葉が地じても気持ちの通じないととJi活するよりも数十イ青

楽でそして助けられた。言葉というものはその背後に気持ち (心)め'そえられていないと

通じないというあたりまえのことを改めて教え¨れたこの夏だった。

そんな彼らから手紙が寄せられた。ありのままのli活を共るすることの大切さを教えら

れた.今 後ともこのような交流プログラムを継続していきたいとllFっている.

尚、翻,沢の労を取って さヽつた金丙鎮さんに,しヽよりお礼中しあげます。

遠い地での気づき 李相熙(イ・サンヒ)

この春、ある集まりの場でよく存じ卜げている牧師さまから日本に行ってしばらく暮ら

してこないかと言われた.い や、言われたというより、そんな話が出たその場で行かせて

くださいとお願いしたという方が正しい。高校生の時、私は始めて日本語を学び、日本と
いう日に関心を持つようになった。その時以来ずつと日本に行きたいと思つていた。私の

年頃の丼い人たちは直接見たり経験したことがないのでましなのかも,‖れないが、韓国人

であるなら誰しもどこかで日本に対するあまりよくない感情を持っているのは事実だ。そ
のせいか、日本という国に行きたがっている私に、周りの人たちは日本に対する固定観念
でちょと悪いイメージを持つように表現こそすれ、いい話はしてくれなかった。そんな人

たちに出会ったからだったかもしれない、私が直接日本と出会いたいと思ったのは。



ともあれ私は多くのことを身に付けていない姿で日本に向かった。初めはあれこれの本

を手に取り、日本文化の勉強をしようとも思ったが、すぐにやめてしまった。いくら日本

文化について書いたものであつても、オ国人の視線で書いたものなので そういうことを

たくさん知って行つて、新たな本当の文化を私の中に一通り満たす前に、まず 「韓国人J

という判断の物差して本当に大切なものをすくい上げることでできるだろうからだった。

このように春から期待 していた私の日本生活は7月の後 卜になってやつと始まつた。 7月

19日、二十歳は超えていたが韓日の外に出たことが 度もなかつた私が、言葉も韓国語し

か知らない私が、同行者もなく目的地もよく力|らないまま、宛もなく富山行きの飛行機に乗っ

た。普段の 「私Jの ことを考えてみると、まったく想像もできない行動だった.確 実で、

なじみのあるものばかり求めていた私だつたのに…。しかし今考えてみると、日本にイiき

たいと思つた瞬間からが祝福されることだった。

官 空港から自動11に乗って見知らぬ道を2時 間ほど走り、40数日間を41活するあふら

しに到若した。日本の空港と町のll景を眺め、自動車運転席が慨国と反
'Iな

ことll外には

大きな違いは見つけられなかっ/二 人々をたくさんは兄らオtず、私は韓lJから饂fれて来た

という気持ちにはあまりないなかった、だが家に着き、初めて7Lを踏み入れた家の資は、

性国の製屋とは少し違う|さしたった.本 で造った 1階建て、鴻i突 1オンドル)の 変わりに

敷かれた■の床‐「1本のアニメーションで見たことのあるのとまったく同しいの家の中に人 ,

たのだと感したとき Fllめてヽ日の地に着いたのだという緊Ijl感を覚えた 兄知′,ぬ地で

夜を明かし 次の 力ヽらはあふ
',0の

だの中に人
"始

めた たまに1'1■ ′て買い物に

でかけたりしたが ほとんど外||せず、あぶらむの中で過ごした 限 なくざこちない 1

,́きで,1除もし 班のい1あぶ
',も

を,力れる客人たちのため =,1り|を川1なし `,■ の食事|サ

1うの前には台
'1で

あれこオtのイ1 liを1,tつた。私の手伝 ,たイ円iは、0さ んと■さんの担

当部 門だったので 私はほとんどの1+‖1を彼女
',と

ともに過ごした 彼女らの生活はたい

へんlH.則l」で、各自の受け持ちははつきりと決められていた 何 1出|は‖別なことのない

lF.員In勺な日常だったが、私なりに対|しい環境に適応しようとしたせいか、たいへん疵れて

早く寝木についた.だ が純り返されるH常 にだんだんとなれ始めてからはl■lりを見波す余

裕もできた.特 に 「i槃 Jと いう道■だけで人を知|るので1まないという■丈、言葉が通じ

ないからと言ってしまで通じないのではないというll丈に気づいてからは、人々に

'し

や

すくない  ―|―Hが 早く・|ぎていく時間がどうしようもなかつた.― 週間が 日のよう

に過ぎ、毎日の日常のイ[事に喜びを覚え、その中で意味を見つけることができた。なにか

をliようとして人為的な努ソ,をしないli、始めて持つことのできる自由と平安と安息を

生 まれて始めて感 した。夏中、新針な野

菜を 1分に得られるようにしてくれた畑

で大 きく育ったのを選びかごに人れる幸

せ、黒 (■ ったフルーベ リーを少 しづつ

集めて甘いジャ′、に作って貯蔵する●び、

夜ごと繰 り広げられるとてつもない星た

ちの荘厳 さ、′11まれて始めて見るいろい

ろなII物まで、生活の場がすべて■に生

気をあたえる羽に包まれとても平安だっ

た。今まで何のことも思わすに暮|,して

きたのに、人が自然と共に生 きていくこ

とが、どれほどに大きな祝福であるのか

がその時に気づ くことができた。 夜の一時 ホームステイボランティアの二人



あぶらむを訪れる人たちは、私が訪問した7月 末から8月 末までの夏に一番多かった。

私はあがらむについて何も理解していない状態で生活を始めたので、訪れる人たちの多様

さにたいへん驚いた。教会の修練会、中 高等学校の同好会の集まり、大学生たちの農村

奉仕活動、家族水入らずの休暇、同僚たちの団号の場としてあぶらむを訪ねる人たち、日

本のどこに行ってあんなに多様な層の人々を私は 度に会うことができるだろうか。もち

ろん後から彼らの生活を見守る程度だつたが、それだけでも二度とはないほんとうに貴重

な体験だった。またたくさんの時間を一緒に過ごした人々のおかげで、日本について自分

でも知らない内に持っていた少し否定的なイメージをlrO%脱 ぎ捨てることができた。韓国

と日本の過去の麻史を振 り返り、希望的な米来を語られる真摯さ、人々と隔てなく交わり

楽しむすべを知っている、開かれた′し、をお持ちの大郷牧師さま、私にはおよびもつかない

大きなあぶらむの家事をとても上手に受け持たれる育さん、言来の通じない私に嫌な顔―

つせず何事もゆっくりと「寧に説明してくれた舞さん (後では、同じ言葉でも舞さんの言

葉は聞き取れるほどだった)、 牧師さまの大きな力になっているひろすけさん (いつもど

こかを1■我している姿が自然に思えるくらいによくli我していた)、 日本生活の最初の頃、

関′し、をもって激励してくださったニシヒラ先生夫婦、あぶらむ最初のボランテイアとして

するべきイ[事を教えてくださりたいへん助かったナオコさん、気さくでよく笑っていたナ

ルミさん、毎朝新間を持ってきて、liliには郵便物を見てくれた、サオリ、アカネ、ツカサ、

勤勉で責任感のあるヒラノさん、優しく女1恵のある母親の典型、 トモミさん、その他にも

名前を覚えていませんが、心の中に今までも残つているたくさんの人々のおかげで、本当

に十せでした。日本のことをよく知|らなかったのにもかかわらず、どこかに持っていた韓

L人 特右の固定観念を、言葉通りに固定観念としてだけに留められるようにしてくれたす

べての人々に感謝します。

最rllに少し言及しましたが、あたらしく人に会ったり、新しい環境に適応して慣れるこ

とを拒否する傾rlが多分にある人間です。同りがいくら言っても、それらを壊 して得られ

ることを放葉しながら暮らしてきたのです。ところがこの夏は私のそのような閉ざされた

4i活方式に新しい窓を開けてくれた本当に貴重な時間でした。

何も匈|らないl■態で.lj l樹した日本だったので 足を始めて踏みじめた瞬間に感した空気

からすべてを純Ittに受け入れることができたようだ。少しもつと多くの理解をもって訪‖1

していたなら 1,ち ろんまた他のことを得られる機会があっただろうが、今回はどの共司

体であろうと、外で他人が研究し理解したことを受け入れた後で言う言葉と、実際に私が

その共同体に入り経験 した後に言う言葉とでは天と地ほどの違いがあるこを学んだこと。

それ自体に満足している.ほ とんどの時間をあふらむで過ごしたので、日本のいろんな姿

を見てきたわけではないが、そんなことは少しも残念だとは思わない。夜遅くまで話しを

していた時、誰かが、日本を全部、あぶらむで見たような包容力があり自由なところとだ

と考えてはいけないと言つてくれたが、そんなことはゆつくりと学んでいっても遅くない

のではないかと思えた。日本は韓国とは違うおかしな人たちの暮らしている国ではないと

いう事実を経験した人として、尋ねる人たちに正直に言えることができたからだ。海を越

えて日本に向かい、私が愛し慈しみたい人々がいつも、自分の役割を担いながら暮らして

いるだろうから、機会あるたびに訪れたいという気持ちを抱いて帰ったことだけでも、 2ケ

月あまりの時l・l、得られるものの最高を得たと思うからだ。

富山空港に始めて到着した時、迎えに来てくださった牧師様との初めての出会いと、出

発の日やはり直接空港に見送りに来てくださり、最後まで見届けてくださつた牧ITさまの

姿が、本を書く時のエピローグとプロローグのように 私の初めての日本生活の始まりと

終わりを飾つたまま、いつまでも忘れること力'できないだろう。



都 会 の 時 間 と田舎 の 時 間

立教新座中高生が今夏もあぶらむを訪ねてくれた。今年でもう5年にもなるだろうか。

里山の生活体験から学びたいと炎天下のきつい1草刈りなど汗を流している。その中で

彼らに1時間ほど話すという私の役割がある。昨年は 「都会と田舎の違い、それは時間

の違いであるJと いう私が日ごろ思っていることを話した。

都会と田舎の時間の違い、考
`会

は分秒時間であり田合は年時間である。この年時間を

無視して都会の分秒時間にあわせよう、追いつこうとしているところに自然破壊等を含

めた我々の今日の問題があり、そして、分秒時間と年時間をどのように調和して行くか

に、これからの課題があるということを話した。

中高生の若者にどのように理解してもらえるかと思つたが、皆真剣に受けとめ考えて

くれた。

今年は 「山と海との出会い」というテーマの話をした。実は昨年、海仲間と協力して

「サバニプロジェクト」をたちあげた。忘れ去られいく沖縄の伝統的舟 「サバニJの 造

船技術を受け継ぐというものである。そしてもう一つ、海と山とが一つにつながでって

いることを表現してみたかった。あぶらむの里にある杉の木で沖縄の舟サバ=を つくる

という 「サバニプロジェクト」がこうして始まった。

5月 5日子供の日私は敷地内に立っていた大きな杉の木を切り倒した。それまで幾度

か切り倒そうと試みたが、その度木の気追に押しもどされどこか恐くて切り倒すことが

できなかった。

6月 4日

'中
縄から最後のサバニ大工新城康弘氏の来里が決った。もう時間的余裕はな

かつた。 「お前はこれから生まれ変わって沖縄の舟サバニになるんだぞ」とり1導を渡し、

幹のまわりに酒をかけ短く祈ると共に一気に切り倒した。樹齢百年余りの本は無音のま

ま静かに倒れた。まきぞえをくった近くの本が大きな悲鳴をあげへし折れてしまった。

こうしてあぶらむの里敷地で育ってきた杉の木で沖縄伝統の舟サバニが誕生した。

私はそんな話を彼ら中高生に話して聞かせ、そしてアラスカで見た産卵を終え、川岸

に打ちあげられた沢山の鮭の死がいの光景や星野道夫さんの遡上する無数の鮭の群やそ

の死がいの写真などを彼らに見せ、海と山とがつながり、一体となって自然が営なまれ

めぐつていることを話した。

そんな私の話を彼らはどのように受けとめてくれたのだろうか。送られてきた文集に

次のような一文があった。読んでいてとっても嬉しかつた。これからもここでの生活を

充実させ、次代を背負う彼らに自然との共生の一つの在り方を伝えて行こうと思つた。

人 と海 と山 との関係

立教新座中学校2年生 松岡洋佑

僕は去年に続いてキヤンプに参加するのは二回日です。今回、一番考えさせられたこ

とは、前回もとでも印象的だった大郷先生のお話でした。特に二つのテーマは′きに残り



ました。一つは都会と口舎の時間の差について、もう一つは海、山はつながっていて、

私達の生活にも大きく関わってくるという事についてです。

都会では電車も時間ぴつたりに来ます。また、会社員等の人々も秒、分をとても気に

していそがしい毎日です。逆に日舎では自然にかこまれながら時がとてもゆっくり流れ

ていました。今回も自分自ら体験する事でそれを実感しました。また、日舎の人々を囲

んでいる大自然にもそれらが見られました。一年、一年、ゆっくり大きくなっていまし

た。どちらがいいとは僕には決めることはできませんでしたが、やっぱり人は生き物な

のだから自然という故郷にいることで自分や周りを確実に大きく出来ると思います。

次に、海、山のつながりについての話を元に考えました。つながりの具体例の一つに

大郷先生の趣味のサパニがありました。 「海と山」と言えば僕には夏休みに山と海のど

ちらかに行くということで正反対のイメージをもっていました。しかし、それとは裏腹

に、サバニでは優秀な山の本と、海の船乗 りが 一緒になっていることがわかりました。

それは 見偶然みたいだけれど他にもつながりがありました。サケです。サケは川で生

まれ、lD~へけiていきますが、やがて2Lらんの時期になると再び川に戻つてきます。その

時サケは I登りをし、卵を産むとやがて死んでしまいます。そして土となり、木達に栄

養をあたえます。

つまりそこでも海と山はつながっていたのです。海と11の関係を今まで考えなかつた

僕はとてもおどろきました。別だと思つていたものがつながったのです。結局、人、海、

山はたがいを無視して生活はHl来ないのです。今回はそのことが一番の収穫だと思いま

す。それを考えた 1でもっと自然に触れていきたいです。

あぶらむの里の杉が沖縄の舟サバことなる

(富山湾で進水式)

2003年  第7回 子供から大人までのネパールの旅

期 間 12003年 3月 25日 吹)～4月 5日 ll)

お問合せ:あぶらむの会まで



2002年 あぶらむこの一年

1月 一度は見ておきたい世界の旅、カンボジア、アンコールワット遺跡の旅

2月 今年の冬は平年並

神戸国際大学ネt拝堂家具 式納品

3月 第 7回子供から大人までのネパールの旅 政情不安定の為中止とする。

4月  JA岐 阜厚生連 看護専門学校新人生オリエンテーション キャンプ

第9回 さくら道国際ネーチヤーラン (名古屋一/tW沢250km)

5月 14日 田植え

高山日赤看護専門学校 2年生研修会 (同学年卒業をもって閉校となる)

6月 ゲシユタルト セラピー研修会

能登半島ヨット&シ ーカヤックの旅 (沖縄カヤックセンター共催)

サバニづくり開始、完成

岡林信康あぶらむコンサー ト

7月 ユンボ引退式

サパニあぶらむ号進水式

韓L■lよリホームステイボランティア2名来甲

8月 各教会夏期キヤンプ (岐中バプテスト教会、岐阜加納教会、横浜クリストフアー

教会、富山マリヤ教会、一宮聖光教会、岐阜パウロ教会)

立教新座中高校里 1体験プログラム (3,自4油 )

松陰女学院放送部合宿

新建築者集団全国大会

第4回あぶらむの里自然体験プログラム 「森の恵みJ

9月 ・高山日赤病院看護部研修会

16日11メl

27日脱穀

10月 21日 ～28日 韓国訪間、監理教神学大学にて講演

29日初雪

11月 1日 諸魂庵にて逝去者記念式

沖縄豊見城聖マルコ保育園保母さん研修旅行

2日 ～4日季節はずれの雪となり木の被害でる

冬野菜収穫

越冬準備開始

12月 あぶいむ通信発行

22日あぶらむクリスマス会

※2003年 どうぞよいお年をお迎え下さい



あ131らむ トラスト こ協力総坪数 12,790坪 分

合 計 金 額 11,766.5 9 0円

協力者一覧 r、ど、P曳 ら超も♂曳ハ爛み″ヽハ漁みどヽ■渕みo野 ヽ´粕あしヽ´ヽ

小野翠/安 出英夫 和代/佃 寿千/柳 原信/石 井秀夫/小 池典昭/日 本美容専門学校/

大房建樹/渡 辺洋 /丸 1亘/鈴 木員喜子/林 徹/失 後和彦 lE子 /松 本昌子/下 畑幹

/内 Щ八州成/立 花泉/● 藤武/富 Ш高保 桂/1T林みつ子/加 納美津子/串 間T秋/

水沢夏子/三 沢悠千/川 i計朗 美砂/西 垣正子/川 崎東介/工 藤真喜手/馬 場慎也/

,「東勇/南 カト千/笠 松敗f/鈴 木上士/梶 原恵理子/木 鳥出/青 木裕●/直 井雅子/小

川卓/保 木正平/「 田英 、山香/小 柳「('/篠塚達/石 日衣子/澤 田 馬 実穂/米 日

博行/野 Π修治 洋子/野 出文子/室 谷政憲/中 井章洋/福 田聖了/山 口節 r/松 山住

弘 奈津イ/中 村芳枝/宮 本房江/佐 藤 ‐宏 孝了/繁 円行雄/司 Ш廣志/渋 lF・一部/

月安紀 ■/書 間洋卓/鈴 木孝雄/渡 島 tt f/↑1城仲次/岡 田斎/北 林淳手/1H水 )'り1/

須問栄iF了/岩 坪瑞枝/高 lll光男/畑 井11イヽ/11'尚 r/松 圧1捷朗/岐 早バプテスト教

会イ,′よ/加 藤 「/梅 沢栄 雪子/伊 ネしキヨ/↑1崎誠也/箕 浦純子/中 ll‖:尤 啓 r/小

泉恵了/1●藤武/竹 森せい子/高 雌アサノ/常 川紀息子 紀了/名 取麻了/荒 井幣文

貴文/岩  牧夫/岩 崎‖1/口,下恭弘 11(r/長 谷川秀l1/t師 1青子/久 I広 千/谷 H

茂雄/り′けl修lll」利 了/金 r秀夫/片 岡剛/LttHI利 /比 嘉良侑 政 r/イi井1:郎 光

r/白 ,「ヽF■/谷 山十子/河 り1lE■l マリr/岸 井孝■1、 ミッr/秋 永厚 r/11崎 健 ―

山理/味 |‖利卜■/東 野光男/浜 中好美/清 水秀り]/萩原久 r/渡 ItlぇF/仏 : 木々侵/松

サ十1明ア/筒
'「
啓 1/岩 坪イ1哉/1出 哲/菅 間美帆/猪 り1愈/チi植よし■/高 橋保/1井

正志/小 畠誠11/11尾重行 楯子/鈴 木信千/「 村誠 洋 「/人 坪秀夫/加1倉り1誠 佳

了/林 原li 1/星りl逸馬/浦 和諸聖徒教会/保 坂正 :/松居●l1/味同努 敏,■/青 柳真

■:r/午腸とも/武 井秀雄 侑代/尾 林玲 F/大 八木米子/長 谷川牧子/秋  博 逸子

/棚 橋忍/本 田リン/L田 敏明/熊 谷一綱/高 島富美,「/高 瀬みちr/越 田信/ド 堂前

英 /本 間勇占/寺 田信 /池 崎糸L /宗 像和雄 T代 子/11崎俊樹/国 部秀穂 直子

/山 元澄子/大 和出不Π子/河 合順子/木 俣貞子/畑 野栄―/市 川秀一 公子/俵 里英子

/小 林賢 1/片 桐多恵子/指 熊裕史 文子/高 橋香代/西 日浩子/渡 辺 トヨ子/市 川聖

マリヤ教会/長 谷幸雄/木 下春子/大 塚梅子/横 浜聖クリストファー教会/谷 章子/小

野成子/(い勤労者住宅協会/森 ド祐了/藤 倉待子/人 郷博 育



‖‖Ⅲl寄付者一覧 ('01年12月 1日～'02年 11月 20日 )‖‖‖‖ⅢⅢⅢⅢ‖Ⅲ‖|‖Ⅲ‖l

梶尾恵理子/小 柳證/中 村方枝/外 村民彦/111りの家教会/平 野淳子/鈴 木孝雄/岩 坪

瑞枝/京 野和子/内 間安仁/鵜 川雅行/相 川喜久枝/供 里英子/市 川秀 … 公子/菊 池

栄三/谷 市三/宮 永隆史 敦子/青 木信之/小 金井聖公会/菅 野和子/浅 川英明 尚子

/山 田益男/佐 日哲/松 尾正枝/友 沢加イヽ子/木 俣貞子/劇 部秀穂 直子/湯 円啓一/

忍昭弘/坂 本吉弘/ 伊東俊典/熊 沢洋子/萩 尾重行 楯子/窪 寺俊之/1村 誠 洋了

/小 野成子/秋 ||1博 逸子/尾 林玲子/尾 崎和廣/上 田後明/高 島宮美江/越 田信/本

間勇占/菊 澤満喜了/池 崎純一/宗 像和雄 「代了/黒 瀬真―「IN/贅浦純子/列 本啓二

郎/小 泉恵子/松 岡和夫/名 田純郎/高 瀬留美/入 川ヨシ/久 用広子/渡 辺直明/谷 |

十子/市 川聖マリヤ教会/細 川哲十/岸 井孝司 ミツ子/「i時健一 山理/東 野光男

良半/越 智香l1/松 井明子/佐 藤緑/筒 井啓子/佃 芹子/宮 古聖ヤコブ教会/大 家俊夫

/水 野洋子/富 田桂/紅 林みつ了/株 式会社アウミノ/串 間千秋/千 葉rlu活教会/鈴 木

博■/三 沢悠了/吉 日修/佐 ll六郎/1藤 真■了/r.I‖女学院中学高等学校/木 村秀了

Ⅲ‖‖1新規会員 ('01年12月 1日～'02年 11月20日 )|‖ⅢI‖Ⅲ‖Ⅲ‖‖Ⅲ‖|‖Ⅲ‖Ⅲl

植木友理江/三 井lll子/岩 坪I請枝/川 崎 夫/松 1浩 /貴 失陣 鶴慈 T玲/伊 藤勉 文

代/鈴 木伸/米 澤忠美子/山 口節了/安 11■ /木 ll十え/1●ジャバンマネージメント

サービス/岩 沢満/荒 井優イ: 彩月/塩 崎静江/イiH衣 「/ス,崎かすみ/供 ■英 r/武

原司奈

《「あぶらむの会」:こついて 》

「あぶらむの会Jは 日約聖書創世記に出てくる、信仰の父アプラハムの旅立ち

の前の名前、 「アプラム」に由来しています。それによれば、彼はその内的必然

性故に、安住の地を離れて 「行く先知らずして」旅立ちました。全てに対してあ

まりにも安定を求める今日、私たちは旅としての人生に臆病になり、旅に必要な

能力を欠いているように思われます。

「あぶらむの会Jは 、自己の人生に果敢に挑戦し、人生の良き旅人を育てるた

それに必要な訓練や出会いの場を提供してゆくことを目的としています。


